事務局電子複写機複写サービス個別契約書　（案）
公益財団法人広島市スポーツ協会（以下「発注者」という。）と　　　　　　　　
（以下「受注者」という。）とは、次のとおり個別の契約を締結する。

（総則）

第１条　受注者は、発注者に複写サービスを提供するに際し、適切な操作方法を指導するとともに、複写機が常時正常な状態で稼動し得るように保守を行い、複写機に必要な消耗品を円滑に提供するものとする。

（契約対象物件及び設置場所）
第２条　この物件の対象物件及び設置場所は、仕様書のとおりとする。

（契約期間）
第３条　契約期間は、令和６年６月１日から令和１１年５月３１日までとする。
（地方自治法第２３４条の３に準ずる長期継続契約）

２　次条の規定により、発注者が受注者に支払うべき金額については、翌年度以降の収支予算の当該金額について減額又は削減があった場合は、発注者は当該契約を変更又は解除することができる。

（複写サービス料金）

第４条　複写サービス料金は、一箇月（月の初日から末日までをいう。）ごとに、次の表の複写サービス数量の区分ごとに算出し（１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額とする。）、それらの合計額とする。
　　（白黒）

	複写サービス数量
	金　　　額

	１枚から　　
	１枚につき　　　　　　　円


　　（カラー）

	複写サービス数量
	金　　　額

	１枚から
	１枚につき　　　　　　　円


２　受注者が複写機の保守に当たって、複写機の点検整備のために用いた複写及び受注者の責めに帰すべき原因で生じた不良の複写については、その枚数は前項の複写サービス数量から除くものとする。
３　受注者は、毎月末日に発注者の職員の確認を受けて、第１項の複写サービス数量を確定する。

（複写サービス料金の請求）
第５条　受注者は、前項第１項の複写サービス料金に消費税及び地方消費税に相当する額を加算した金額を請求するものとする。

２　前項の消費税及び地方消費税に相当する額は、前条第１項の複写サービス料金から算出される消費税法及び地方消費税法に規定する消費税及び地方消費税の額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた金額）とする。

（複写サービス料金の支払）

第６条　発注者は、受注者から前条による請求を受理したときは、その日から起算して３０日以内に支払うものとする。
（複写機の故障対応）

第７条　受注者は、複写機が故障した場合は、速やかに正常な状態に回復させなければならない。

（保険）

第８条　受注者は、受注者の費用で複写機に動産総合保険を付するものとする。

（機密の保持）

第９条　受注者は、保守の実施に当たって知り得た発注者の業務上の秘密を外部に漏らし、又は他の目的に利用してはならない。契約期間の終了後又はこの契約を解除した後においてもまた同様とする。

（契約の解除）

第１０条　発注者は、自己の都合により契約を解除するときは、１箇月前に文書をもって受注者に通告するものとする。

（複写機等の返還）

第１１条　発注者は、賃貸借期間が満了したとき、又は第３条若しくは前条の規定により、この契約が解除されたときは、複写機等を速やかに返還するものとする。この場合において、当該返還に要する費用は、受注者の負担とする。
（その他）

第１２条　この契約に定めるもののほか、必要な事項については、発注者・受注者協議のうえ決定するものとする。

　　この契約を証するため、本書２通を作成し、発注者・受注者記名押印のうえ、各その１通を保有する。

令和６年　　月　　日

発注者　　広島市中区国泰寺町一丁目４番１５号

公益財団法人広島市スポーツ協会
会　長　　野　坂　文　雄
村鋭治
受注者　　
